
う
こ
と
の
で
き
る
基
本
的
研
究
対
象
の
確
立
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ

が
、
本
書
の
著
者
が
従
来
の
研
究
者
の
よ
う
に
無
造
作
に
〈
内
容
〉
検

討
に
立
ち
入
ろ
う
と
せ
ず
、
先
ず
〈
物
質
〉
と
し
て
の
文
献
の
研
究
、

書
誌
学
に
つ
い
た
こ
と
の
理
由
で
あ
る
。
ま
た
〈
内
容
〉
を
扱
う
際
に

も
、
文
献
に
見
え
る
言
葉
を
ひ
と
つ
の
〈
物
質
〉
を
扱
う
よ
う
に
、
文

字
ど
お
り
定
量
定
性
的
に
解
析
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の

典
型
的
な
作
業
と
し
て
、
た
と
え
ば
本
書
で
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
が
、

一
九
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
所
収
の
弓
脈
経
」

総
説
」
の
後
半
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
に
は
、
こ
う
し
た
方

法
の
徹
底
が
〈
内
容
〉
検
討
に
至
る
不
可
避
の
過
程
と
考
え
ら
れ
た
に

相
違
な
い
。
私
た
ち
も
ま
た
、
著
者
の
一
連
の
作
業
を
、
中
国
医
学
研

究
を
〈
文
学
〉
か
ら
〈
科
学
〉
に
転
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て

高
く
評
価
し
て
き
た
。

私
た
ち
は
、
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
中
国
古
典
医
学
考
究
の
た
め
の

最
も
信
頼
す
べ
き
研
究
書
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
著
者
若
年
時
に
お

け
る
漢
文
学
習
の
素
養
か
ら
来
た
と
み
ら
れ
る
文
体
は
硬
質
か
つ
端
正

で
あ
る
。
今
後
、
本
書
が
研
究
者
必
備
の
一
本
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
疑
わ
な
い
。

（
篠
原
孝
市
）

〔
塙
書
房
”
〒
川
ｌ
岬
東
京
都
文
京
区
本
郷
六
丁
目
八
’
一
六
、
丑
○
三

’
三
八
一
二
’
五
八
一
二
、
一
九
九
六
年
二
月
発
行
、
Ａ
５
判
・
函
入

り
、
七
一
六
頁
、
本
体
価
格
一
二
○
○
○
円
〕

タ
イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
著
、
高
山
宏
訳

「
江
戸
の
身
体
を
開
く
」

本
書
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
一
見
、
江
戸
時
代
の
解
剖
学
史
の
よ
う

に
思
え
る
が
、
そ
う
し
た
従
来
の
著
述
と
は
お
よ
そ
趣
が
異
な
る
。
一

言
で
本
吉
の
性
格
を
表
現
す
る
の
は
と
て
も
む
つ
か
し
い
が
、
い
く
つ

か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
と
日
本
、
美
術
史
と
絵
解
き
、
図
像
学
（
ィ
コ
ノ
グ
ラ
フ

ィ
ー
）
と
文
献
学
、
刀
と
鋏
、
解
剖
医
と
画
家
と
彫
り
師
、
身
体
地
理
学
、

解
体
図
と
風
景
画
な
ど
な
ど
。

こ
う
し
た
様
々
な
視
点
か
ら
、
目
も
く
ら
む
ほ
ど
の
多
量
の
図
版
と

文
献
を
博
引
・
比
較
し
、
江
戸
の
身
体
観
と
解
体
図
の
関
連
を
ま
さ
に

解
剖
し
、
解
明
し
て
ゆ
く
。
医
史
学
関
連
言
と
し
て
は
ま
っ
た
く
斬
新

な
吾
と
い
っ
て
い
い
。
以
下
の
目
次
を
見
る
だ
け
で
も
視
点
の
ユ
ニ
ー

ク
さ
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

序
章
は
「
ア
ク
セ
ス
の
図
像
学
」
。
第
一
章
「
刀
」
は
、
「
人
斬
り
は
、

も
は
や
時
代
遅
れ
」
「
人
々
は
刀
に
異
国
を
見
た
」
「
鋏
、
花
、
そ
し
て

人
体
」
「
舶
来
の
鋏
」
「
ブ
ル
ー
タ
ル
な
魅
力
」
「
箱
と
折
り
た
た
み
ナ
イ

フ
と
」
か
ら
な
る
。
第
二
章
「
身
体
を
切
る
」
は
、
「
外
科
と
外
科
道
具
」

「
オ
ラ
ン
ダ
医
学
」
「
切
る
医
者
」
の
各
篇
。
第
三
章
「
さ
ら
さ
れ
る
身

体
」
は
、
「
人
間
は
一
個
の
プ
ロ
セ
ス
」
「
西
洋
の
絵
の
イ
ン
パ
ク
ト
」

「
彼
ら
は
本
当
に
切
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
「
解
剖
と
権
力
」
の
各
篇
。
第

四
章
「
つ
く
ら
れ
て
い
く
身
体
」
は
、
「
骨
の
あ
る
話
」
「
内
外
真
偽
、

そ
れ
が
条
件
次
第
也
」
「
食
物
合
戦
の
メ
タ
フ
ォ
リ
ス
」
「
オ
ラ
ン
ダ
料
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理
、
切
ら
れ
る
食
材
」
「
内
に
身
体
が
で
き
る
」
の
各
篇
。
第
五
章
「
身

体
と
国
家
」
は
、
「
手
」
「
身
体
地
理
学
」
「
解
剖
と
旅
行
」
「
循
環
」
「
身

体
は
世
界
に
開
か
れ
る
」
の
各
篇
。
そ
し
て
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
結
び
か
ら

な
る
。さ

て
単
に
評
者
の
無
知
か
読
み
違
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
次
の
よ
う

な
指
摘
に
は
と
て
も
興
味
を
覚
え
た
。
た
と
え
ば
十
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ

の
絵
画
で
は
、
様
々
な
物
の
内
部
を
切
り
開
い
て
見
せ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
身
体
が
神
の
化
身
な
の
で
、
身
体
を
知
る
こ

と
は
神
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
（
ら
し
い
）
こ
と
。
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
み

な
ら
ず
十
八
世
紀
後
半
の
蘭
画
派
の
一
部
の
画
家
た
ち
も
、
解
剖
学
を

絵
の
基
本
と
考
え
た
ら
し
い
こ
と
。
日
本
の
解
剖
図
は
誰
々
の
解
屍
で

あ
っ
て
死
臭
が
た
だ
よ
い
、
多
く
が
巻
子
本
の
た
め
進
行
す
る
紙
上
解

剖
と
な
っ
て
い
る
が
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
解
剖
図
は
様
々
な
解
剖
知
見
の

合
成
で
、
個
別
解
剖
の
事
象
を
描
い
て
い
な
い
の
で
死
臭
が
な
く
、
冊

子
本
の
た
め
必
要
部
分
を
開
い
て
み
れ
ば
よ
い
こ
と
。
江
戸
期
に
大
流

行
し
た
中
国
医
書
『
十
四
経
発
揮
」
の
泗
落
本
『
十
四
傾
城
腹
之
内
』

や
、
春
画
シ
リ
ー
ズ
の
『
枕
文
庫
」
な
ど
に
「
解
体
新
書
」
の
影
響
が

あ
る
こ
と
。
『
蔵
志
」
が
徳
川
家
光
の
没
後
百
年
、
「
蘭
学
事
始
」
が
家

康
の
没
後
二
百
年
で
あ
る
こ
と
等
々
。

読
者
に
よ
っ
て
印
象
は
違
う
だ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
興
味
深
い
指
摘

が
本
書
に
は
多
い
。
た
だ
し
疑
問
に
感
じ
た
の
が
二
点
ほ
ど
あ
っ
た
。

六
四
頁
と
八
四
頁
で
、
著
者
は
当
時
の
漢
方
の
外
科
を
西
洋
の
外
科
と

同
じ
も
の
と
理
解
し
て
い
る
ら
し
く
、
こ
れ
で
議
論
し
て
い
る
。
し
か

し
漢
方
で
い
う
外
科
は
今
の
皮
膚
科
に
近
い
分
野
な
の
で
、
的
は
ず
れ

な
分
析
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
七
六
頁
で
は
、
一
八
○
○
年
頃
に
西

苦
楽
が
描
い
た
西
洋
理
髪
店
の
風
景
に
「
蘭
医
頭
部
外
科
手
術
図
」
の

名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
日
本
人
が
絵
か
ら
受
け
た

感
覚
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
も
と
も
と
床
屋
外
科
医
の
図

ら
し
く
、
だ
と
す
れ
ば
、
そ
う
名
づ
け
ら
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
著
者
は
結
び
で
こ
う
い
う
。

本
書
は
解
剖
学
と
解
剖
図
譜
の
歴
史
を
単
純
に
追
う
の
で
は
な
く
、

ま
さ
し
く
こ
う
し
て
解
剖
学
が
自
ら
の
彼
方
へ
逸
出
し
て
い
っ
た
知
ら

れ
ざ
る
歴
史
を
扱
お
う
と
し
た
。
…
…
こ
う
し
て
、
解
剖
の
レ
ト
リ
ッ

ク
が
医
学
か
ら
は
み
で
て
、
も
っ
と
広
い
地
平
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

っ
た
様
子
を
描
く
の
が
本
書
の
眼
目
だ
っ
た
、
と
。

こ
の
目
的
と
試
み
は
成
功
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

視
覚
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
証
拠
を
支
え
に
意
識
の
歴
史
を
研
究
す
る
方

法
を
、
最
近
は
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ト
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
呼
ぶ
ら
し
い
。
す

る
と
本
書
は
、
ニ
ュ
ー
・
ア
ー
ト
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
日
本
の
医
学
史
を

研
究
し
た
害
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
江
戸
期
の
解
剖
に
か
か
わ
る
医
事

等
を
文
化
と
し
て
と
ら
え
、
多
様
な
視
点
か
ら
比
較
し
、
解
剖
し
て
み

せ
た
。
そ
の
切
り
口
は
新
鮮
で
、
今
後
の
医
史
学
研
究
に
大
い
に
参
考

と
な
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
書
の
訳
文
は
大
変
す
ば
ら
し
く
、
お
よ
そ
翻

訳
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
そ
れ
で
苦
な
く
最
後
ま
で
読
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

（
真
柳
誠
）
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〔
作
品
社
二
Ｔ
脱
ｌ
叩
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
二
’
七
’
四
○
三
、
壷

○
三
’
三
二
六
二
’
九
七
五
三
、
一
九
九
七
年
三
月
発
行
、
Ａ
５
判
、

三
四
六
頁
、
本
体
三
七
○
○
円
〕

藤
野
豐
編

歴
史
の
な
か
の
「
癩
者
」

こ
こ
に
紹
介
す
る
本
に
つ
い
て
は
、
九
七
年
十
一
月
の
編
集
会
議
の

席
上
、
小
生
に
案
内
す
る
よ
う
手
渡
さ
れ
た
。
発
刊
か
ら
一
ヶ
年
半
を

へ
て
い
る
が
、
書
籍
案
内
と
し
て
書
く
こ
と
と
し
た
。

こ
の
本
は
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
四
人
の
執
筆
者
が
夫
々
の

章
を
分
担
し
、
藤
野
豐
氏
が
編
者
と
な
っ
て
い
る
。

主
な
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
章
古
代
・
中
世
の
「
癩
者
」
と
宗
教

ｌ
差
別
と
救
済
Ｉ
小
林
茂
文

第
二
章
近
世
癩
病
観
の
形
成
と
展
開

鈴
木
則
子

第
三
章
隔
絶
の
な
か
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

藤
野
豊

第
四
章
「
戦
後
民
主
々
義
」
の
な
か
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

藤
野
豐

第
五
章
法
的
差
別
の
撤
廃
に
向
け
て

後
藤
悦
子

こ
こ
に
記
し
た
執
筆
者
の
方
々
は
人
文
系
の
研
究
者
で
あ
り
、
ヒ
ュ

－
マ
ニ
ズ
ム
の
基
盤
の
上
に
た
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
差
別
を
撤

廃
す
る
た
め
の
闘
争
の
歴
史
を
、
多
く
の
資
料
、
文
献
を
用
い
て
書
き

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
ま
ず
敬
意
を
表
し
た
い
・

実
を
申
す
と
、
小
生
は
最
近
、
横
浜
の
増
田
癩
治
療
所
の
研
究
を
は

じ
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明
治
四
十
年
に
横
浜
市
医
師
会
が
発
足
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経

過
の
中
で
二
人
の
増
田
医
師
が
活
躍
す
る
。
し
か
し
二
人
共
二
年
位
で

医
師
会
史
の
中
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。
こ
の
二
人
の
姓
名
と
住
所
な
ど

は
判
明
し
た
が
、
ど
ち
ら
が
癩
治
療
所
に
か
か
わ
っ
た
医
師
か
不
明
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
本
を
読
む
う
ち
に
、
第
三
章
の
第
二
項
「
帝
国
日

本
」
と
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
、
の
中
に
〃
隔
離
の
実
態
″
（
第
一
六
○
頁
）
の

冒
頭
で
、
増
田
勇
医
師
（
皮
盾
科
開
業
医
）
の
〃
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
基

本
的
に
は
「
人
道
問
題
」
で
あ
る
と
す
る
「
癩
病
と
社
会
問
題
」
と
い

う
著
作
″
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
隔
離
に
反
対
し
た

増
田
勇
医
師
は
、
医
師
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
増
田
勇

医
師
と
思
わ
れ
る
人
物
が
結
節
癩
患
者
を
治
療
し
て
い
る
写
真
を
、
宮
古
南

静
園
の
菊
地
一
郎
園
長
が
論
文
に
紹
介
し
て
い
る
）
。

こ
の
よ
う
に
史
実
が
掘
り
お
こ
さ
れ
る
と
、
問
題
は
ぐ
っ
と
せ
ま
っ

て
く
る
。

臨
床
経
験
五
十
年
近
い
小
生
に
も
、
か
っ
て
三
人
に
診
断
を
下
し
た

経
験
が
あ
る
。
一
人
は
金
持
の
イ
ン
ド
人
。
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
病
院
に

行
け
ば
一
般
病
棟
に
入
れ
る
と
云
う
と
、
非
常
に
感
謝
し
て
渡
米
し
た
。

も
う
一
人
は
医
局
出
入
り
の
若
い
商
人
。
プ
ロ
ミ
ン
を
内
服
す
れ
ば
必
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